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小麦フスマ25g,魚粉 10g,ビール形母粉末 1g,水 40cc よりなる損益でイエバエ幼虫の接瓜

密皮をかえて飼育し,それからえられた琉および羽化個体乳 坑の大きさに及ぼす個体群皮の影哲

についてしらべた.

ま え が･き

殺虫剤の生物検定にイエバエは最も広く用いられて

いる供試昆虫の一つである.イエバエの飼育はかなり

古くから数多くの方法がこころみられ その日的は初

l抑こは主として生倭学的な研究にむけられていたが,

設山剤の研究の発達とともにとくに幼虫期の飼育につ

いて軽々の改良が行われ,今日米国においては Pcet-

Grady法の C.S.M.A 培基が公定の飼育培基とし

て指定されている.わが国においては現在大虫飼育に

用いられている豆腐袖培基3㌧ 小動物固形飼料 ･フス

マ損益7)などがみられる.著者1)はさきに小林桁治郎

博士の指導をうけて小麦ブスマ畔独埼玉呼よって容易

に大益飼育が可誰であることをみいだし,本培基を用

いて累代飼育を行っ七きたが,1955年以来実験生態学

上の研究fF雌雄1対の飼育を必要とし,この実験の目

的には軽々の欠陥がともないやすいことがわかったの

で,あらたに入手しやすい材料について軽々の検討を

加えた結果,小麦フス寸･魚粉培基がこの実験に通し

てお り,また大量飼育にも好都合であることをみいだ

した.

このさい最ものぞまれることは/1対飼育によって

えられた卵をできるだけ多く発育を完了させること,

またそれからえた餌もしくは成虫が終世のそろ'った粒

全な個体であることで,この条件を著しく支配すると

考えられる幼虫培基の密度効果のBtZ哲について長沢17

は豆腐粕培基について,北岡Dは固形飼料 ･フスマ培

誠について報告したが,それぞれ培誠の界によって典

った密度効果の藤野があらわれ,また鼓適密政の存在

することを認めている.著者は前記の培基にういてイ

エバエ幼虫を粒々の密皮で飼育したときの琉化率/羽

化寧および焔の木ききと'の関係をしらペ,飼育鼓適密

皮について考察した.

本研究を行うにあたり京都府立医科大学JJl林聯治郎

博士,大阪市立大学医学部田中英堆博士の御恩切な田

村を仰いだ.また推計学的考水に大阪市立大学医学部

杉山博博士の多大な抑助言を賜った.鈷記して感謝の

志を夫する.

実験材料および方法

実験に用いたイエバェ MuscadomcsLz'ca vk;na

Macq.は符生研究所(森の宮)内で採袋し,累代飼育

をつづけてきたものの系統である･成虫には的花にミ

ルクを浸して与え,これにうみつけられた卵を幼虫培

韮1ケあたり25,50,100,200,400,800個休の6

密皮区にわけてうえつけた.実験は各常圧区について

5ないし12回の繰 り返しを行った.

幼虫培基は小麦フス与25g,魚粉 10g,t='-ル酵

母粉末 (ェビオス)1gを充分に混和して水約 40cc

を加えてね りあわせ,これを直径 5.5cm,前さ9cm

由ポ.'ト畔いれ,50メッシュの金網で歪をしたのち,

270の恒温田中で飼育した.蛸化後はできるだけ透か

に培韮中からとりT:'して直径 6cm の腰高シャーレに

収容し,270,関係湿度70%以上を保つようにして羽

化させた.また琉化した個体は50匹区までは全個体に

ついて,100匹区以上ではそれぞれ50個体を紐作為的

にとり1='し,双眼顕微粒に装現したオキュラーミクロ

メーターで節の長さを測定した.

＼
莫験結果および考察

各密比区における琉化数及び痢化率は第1式のとお

りである.各密度区においてえられた蛸化数は,実験

をくり返した場合にどのような伯を示すだろうか.Iも

しこの表にえられたような府をもってあらわれた値が,

実験をくり返した吻合にも常にそれらの位に近いとす

るならば琉化率 Pは一定で安定しているわけである

が,近くない場合は酌化率が不安定で夫験をくり返す

ごとに変動することになる.

ある密既N において琉化した数を K とするとき,

逆正弦変換によっ'T 0-sin-)/VNとおくと,Cは

母痢化串 Pによらず近似的に母分散 1/4N の正規分

布をするわけである. この実験では N は-JtEである.
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Table1.NumberoEptlPaeOfthecommon

hotlSeflyrearedllLderdifferentpopulation

densitiesof一arvae.

PopulationdeD.Sity

73:7717:::Il763:三l6≡:;i6::;l;9.:64
からKは標本毎に変ってもPは 0を中心とし,辛

荏/万 の 1/4円周上を動く･そこで OP と轡軸と

のなす角を C とすれば, sine-VFN(O- sin

-1/豆7万)となり,この Cはさきの K/Nの逆正弦

変換に相当する.このような Cの値を i番目の実験

群に対して求めたものを βiとすると, これら 仇 ,

e_., -･･等の値は母分散 02-ll/4Nの正規母袋田か

らの接木であるから,これらCEの変動をS=Z(OL

-a)空とすると22-S/O空は自由皮 f-n-1のが 分

布に従うから,帰無仮説 Ho:d℡-1/4N を検定する

にはデータから計算したSの値を 1/4Nでわって x2

とし, これを x2分布表で自由鹿か1の場合の磁界値

と比較すればよい･ ′
このようにして求めた が の計芽値は第2表に示し

たとおりで,100匹区において最も小さく,それより

密度が低くても高くても著しく大となり売却されてL

Table2.SIatistical cxaminationsconcerning

thestabilityofpercentpupation at-various-

populationdensities.

*､タく0.01,
** 0.02く♪<0.05
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まう.したがって100匹Ⅹ以外の密度区においては毎

回粒々の要因に支記されて変動することが考えられ,

安定 した蛸化率を期待することができない.しかし

100匹区においては比較的安定した桶化数を野 寺する

ことが可能で,本培基の密度効果は最適状態にあった

ものとみられる.-

第1表の示す嫡化率は100匹区において最高を示し,

それより密度が高すぎても底すぎても漸次減少してお

り,-また痢化率の変異係数は100匹区において最も小

さく,他の密度区で大きくなることは同様である.

このi:うな事実は,長沢4) 北岡2)が Eigenbrodt

より引用したように,低密度のときは培基円の yeast

や bacteriaによる阻畠物質を抑制できないし,密度

が高いと食物となる植物の生長を抑えすぎるためであ

ると考えた.このことからも推察されるように,フス

マ･魚粉培基というような培基中の他の生物群袋の存

在において,幼虫の成長に複雑な相互作用の現れる結

果であると考えられ,たまたま100匹の密度区におい

ては培基中に発生する微生物の阻害物質を幼虫が適度

に抑制でき,噂基中の生物群集の発生と幼虫の発育相

互の間に比較的 balanceが保たれ, 安定した状態に

おかれていたためであろう.この実験は270の条件下

で行われたものであるが,温度がこれよりも高いとき

や低いときには,培基は温度と併行して変化のある相

を示すにちがいないので,幼虫の密度関係とは祝雑な

ものであるといわなければならない二

各密皮区における羽化率は第3表に示したようにい

ずれの密度ともは ひゞとしい羽化率を示し,-密皮の厄

接の影響はないものと考_kられる･性比はいずれの密

度区においても仮説 H0--1:1(Z･>0.05)を示し,

推計学的に疑うことはできなかったので,幼虫及び柄

の期間において性による選択的な死亡はおこらなかっ

たもa)と思われる.

つぎに各密度区においてえられた桶の長さを度数分

布で示すと弟4表のとおりである.この結果はおおむ

ね低密度から高密度にうつるにしたがってその長さは

漸減の傾向を示したが,800匹区になるとかなり大き

くはなれている.変異係数の最も小さいのは100匹区

で, これよりも密度が低くなっても高くなっても大き

くなることは硫化率の場合と併行している.度数分布

の形は200匹区までは対称型に近い形であらわれてい

るが,400匹区以上になると分布塾に歪みがあらわれ

モードが平均旭よりも長い方に移っている.また200

匹区までの区間は分布位置に著しい移動はみられない

が,400匹区ではや 短ゝい万に移動し,800匹区にな

るとそれがさらに著しい.すなわち密度が餌の大きさ

に及ぼす変只の分布曲緑は,低密度のときは正規分布
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Table3.Percentemergence,numberofemergedfliesandtheirsexratioofthecommonhouse

flyrearedllnderdifferentpopulationdensitiesoflarvae.

Table4.Frequencydistributionof.lengthof

pllpa占ofthetommonhollSeflyrearedlュnder

different population densities oflarvae.
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Fig.1.Percentpllpation'(-◎-)andcmer･
gence(-A-)andthemeanlellgthsofpupae

(-@-)ofthe common house fly reared
underdiffereD.IPOPulationdensitiesoflarvae.

に近くモードと平均はほぼ一致し,高密度になると分

布が長い方に歪み,分布位置の考しい移動がみられる.

本培益では,低密度において比較的このように正規分

布に近い安定し'た結果がえられていることが長沢4)北

岡つの場合と只っているといえよう.

以上の結果を符合すると (第1図), 本培基に対し

て最高の痢化率を示し,密度に対して比較的安定した

煩化個体数がえられ,かつ変異の幅のせまい佃休群が

えられる幼虫班息密度はおおむね100匹の密度区にお

いてみたされるものと推定される.

イエバエ幼虫に対する密皮効果について以上実験結

果より考2:!したが,フィール ドにおける家畜の卿 巴や

墜田1r'などの認要なイエバエの発生政において発生虫

を抑制すると考えられる種々の要因- たとえば気象

条件や天敵との関係など- のなかで,この実験にみ

られた詔宏美言が同様に働くとするならば,密皮効果の
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及ぼす好蟹は重要な役割を与えるであろう.しかもそ

の彫哲の現れかたにはより投雑な相互作用が飽くもの

と思われる.

Risum6

ま と め

1. 小麦フスマ 25g,飼料用魚粉 10g, ビール群

母粉末 1g,水 40ccよりなる培基に1ケあたり25,1

50,100,200,400,800のイエバエの卵をうえつけて

･㌘○で飼育し,それからえられた蛸および羽化個体数,

蛸の長さに及ぼす個体密度の彫轡をしちべた.

2. 飼化率は100匹区まで漸次増加し,100匹区が

最も高く,それより高密度にうつるにしたがって減少

..する俄向を示した.各密度区における不偏分散は 100

匹区において最も小さく,そオーより低密度にならても

･高密度になってもその値は著しく大きくなり,蛸化率

が不安定であることを示した.

3..羽化率は各密度区ともほぼ抄としく;密度の及

-はす直接の彫響はないものと考えられる:またその性

比も1:1(?>0.05)を示した.

4∴ 蛸の長さは密度が高くなるにつれておおむねそ

の大きさは減少の憤向を示したが,800区において著

し.く小さくなフている･変異係数は100匹区において

殻も小さく,､それより低密度の場合も高密度の場合も

大きくなることは癌化率における場合と同様な傾向を

示した.

5. 屈の長さの度数分布型は低密度のときは正規分

,布に近くfL｣ドと平均はほぼ-敦し,400匹区以上の

高密度になると分布が鹿の長い方に歪み,分布位置の

~著しい移動がみられた;

6･.本培基の后適条件をみたす幼虫の位息密度 は

100匹付近にあるものと考えられる.●
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Thewriterdiscussed･on'the'effectsdflarval

poplllationdensityonゃepercentp叩 ationand

emergenceaD.dJtheler･.gth ofbupaeusing tlle

larvae of the common llOuSe fly, MzLSCa

doあeslicavt'cinaMac'q.

As thecultureoflarvae,mixtureof25gof

wheatbran,logofpowderoffishscrap,.lgof

driedbeeryeastand40ccofwaterwasprepared,

andwaskeptinajarmeasuring5.5cmindiameter

and9cm inheight.TIlemmberofeggsused

wasse一ectedinlogarithmicscaleas25,50,100,

200,400atld800.Each eggwastransferredto

J.aratldcultured,at270･'Allpupaewet.epicked

tipfrom theculturemedium andtheler･gth of

pupaewasmeasllredbythebiD.0占ularmicroscope.

PercentpTIPationwashighestatthedensityof

100individllalsandgradua一lydecr占asedaboveor

below 血isdensity.

Per centc.mergc7).Ce Showed almost similar

resultsatdifferentpopulationdensities.Sexratio

showedabout●1:1(p>0.05).

The'meanlep.gthofpupaetookmaximum value

atthedensityof25individualsaD.adecreased

towards the higher densities. Thと■variation

coefficientwasthelowestatthedensityof100

individuals.

Frequencycurveofthelength ofpupashowed

thenormaldistribution in'lowerdensities.As

population density increases, the frequency

curveshowedtheskewnesswith clusteriD.gabove

themcユtl.T∫le.Skewnesswasmostremarkable

inthecase.of80Oindividuals.

TlmS,thepopulationdensityof100individllals′

waspresumedtobeoptimum inorderto'obtain

mat).yhealthyip.dividualsofuniform size.


